
令和５年度 小平市立小平第十二小学校 授業改善推進プラン 

【第１学年】 

 指導方法の課題 具体的な授業改善策  発展的・補充的な指導計画  

国語  ○読み物教材で、内容を正しく理解

させるための指導 

 

 

 

 

 

○自分の思ったことを語尾までしっ

かりと話す、話を最後まで聞くなど、

話し方・聞き方を身に付けさせるた

めの指導 

○ひらがな（促音、拗音、長音、濁

音、半濁音などを含む）やカタカナ・

当該学年の漢字などの書き方を身に

付けさせるための指導及び個別の支

援 

  

○経験したことなどを思い出し、簡

単な文章を書かせるための指導及び

個別の支援。  

○音読を取り入れることで、目・耳・口の

感覚を使って、内容を理解するための素地

を作る。段落や場面ごとに大事な言葉を手

掛かりにしながら、挿絵なども活用し、読

みを深める。また、児童が理解しやすい話

し方を工夫する。  

 

○２人組やグループ等様々な形態で話す場

面を多く設定し、話すことに自信をもたせ

る。また、話し方・聞き方を継続的に指導

する。  

○読んだり書いたりする機会を多く設定す

る。特に、ノートやワークシートなど、書

く活動を授業の中で取り入れ、練習を積み

重ねる。身に付いていない書き方に関して

は、ワークシート等を用い、丁寧に指導す

る。  

○視写や、穴埋め形式等で文を書く練習を

通し、基本的な文型を身に付けさせる。  

○読書の時間を活用し、様々な文章

に触れさせる機会を増やすととも

に、読み聞かせも積極的に取り入れ

る。読書量を増やすことで自ら読み

取る力を向上させる。また、音読の

宿題を取り入れ、家庭で文章に触れ

る機会を増やす。 

○話す時の手助けになる話型や声の

大きさ、話の聞き方を掲示し、継続

的に練習を積み重ねていく。  

 

○字形、書き順を意識させた視写の

機会、朝学習や家庭学習を通して繰

り返し練習する機会を多く取り入れ

る。 

 

 

○短作文や日記等に取り組み、気持

ちや様子を表す練習を積み重ねてい

く。 

算数 ○数の分解・合成を理解させるため

の指導及び個別の支援 

○時間の単位や水のかさを理解させ

るための指導及び個別の支援 

 

 

 

○加法や減法の意味を理解させるた

めの指導及び個別の支援 

 

 

○計算の技能を生かして文章題を解

くための指導及び個別の支援 

○児童の興味・関心を高める指導 

○ブロック操作等、具体物と対応させなが

ら、数の概念が定着していくようにしてい

く。また、学習補助員や講師と連携し、個

別指導の時間を確保していく。 

○実物を使ったり、実際に測ってみたりす

る活動を取り入れ、生活の場面で活用でき

るように感覚をつかませていく。 

○問題文中の「分かっていること」「問わ

れていること」を確認する。また、数多く

の問題を解くことにより、立式のパターン

を覚えさせる。 

○児童が想像しやすい日常的な場面を設定

し、絵や図を利用し、文意を捉えられるよ

うにする。 

○具体物の操作では、手を動かすだ

けでなく、丸などを描いて表したり、

相手に伝わるように自分の言葉で話

したりしながら操作できるよう繰り

返し指導する。 

○日常的な生活の中での具体的な場

面を設けて計算のイメージをもたせ

たり、家庭学習を促しながら、計算

練習の時間を多くとったりするよう

にする。 

 

○自分の言葉で問題を作り、児童同

士で解く活動を取り入れ、文章題へ

の興味・関心を高める。 

生活 

 

 

 

 

○身の回りの動植物に対して興味・

関心を高めるための指導及び個別の

支援 

 

○観察カードの絵や文章のかき方を

○校庭や地域の自然に触れさせ、周りの様

子に気付くような声掛けをし、興味を広げ

させる。また、季節の変化にも目を向けさ

せる。 

○見たこと、感じたことを絵や言葉で表現

○定期的に観察することで、成長の

様子を実感させるため、年間を通し

て自然に多く触れさせる。 

 

○観察カードは教室に掲示し、友達



 

 

 

 

 

身に付けさせるための指導及び個別

の支援 

○「もっと知りたい。」「もっと調

べたい。」という意欲を喚起する指

導 

する活動を多く取り入れる。 

 

○観察カードを互いに紹介したり、VTRで紹

介したりすることで、もっと知りたいとい

う意欲を高める。 

の作品がいつでも見られるようにし

ておく。 

〇単元に応じた資料を教室に用意

し、いつでも児童が調べられるよう

にする。 

音楽 ○拍の流れを感じながら、リズム打

ちができるようにするための指導 

 

 

 

〇互いの楽器の音や伴奏を聴いて、

音を合わせて演奏するための指導 

○足や手など、体をたたいたり楽器を用い

たりしてリズム打ちをし、楽しくリズムの

感覚を体感させるようにする。 

 

 

〇個別指導のほか、児童同士の教え合いの

場面を設定する。一人一人が鍵盤ハーモニ

カの鍵盤の位置を正しく覚え、友達と音を

合わせる楽しさを味わえるようにする。 

○簡単なリズム打ちや階名が分かる

ようになるまで繰り返し指導する。 

○リズム楽器を使った音楽遊びを継

続的に設定し、リズム感覚を身に付

けさせる。 

〇鍵盤ハーモニカや様々な楽器を用

いた合奏を行う。自分や友達が担当

する楽器の役割を意識し、音を合わ

せて演奏する楽しさを味わえるよう

にする。 

図工 ○課題やめあてを十分に理解させる

ための指導及び個別の支援 

 

 

 

 

○自分の発想を大切にし、自信をも

って、さらに意欲的に取り組ませる

ための指導 

 

○切る・折る・貼る・描くなど、技

能面の指導及び個別の支援 

 

○児童のイメージが広がるようにアイデア

を紹介したり作例を提示したりする。 

○言語によるコミュニケーションを通し

て、形や色の感じ、そこから生まれるイメ

ージをより明確にもち、豊かにできるよう

にする。 

○児童のイメージに近付くように、様々な

材料を用意して発想を広げさせる。 

○手や体全体の感覚を働かせて製作できる

題材・素材を工夫する。 

○実演することで、視覚的にとらえさせる

とともに基礎的な知識や技能が身に付けら

れるように、繰り返し指導していく。 

○作品を掲示することにより、鑑賞

の場を設け、友達のいいところを認

め合い、次の題材の意欲につなげて

いく。 

 

 

○児童が意欲的に活動できる場や材

料の設定・提示をする。 

○各種コンクールを紹介する。 

 

○授業以外の時間も活用し、個別の

指導を行う。 

 



体育 ○固定施設を使った運動に、意欲的

に取り組ませるための指導 

 

 

 

○苦手な運動に対して最後まで挑戦

しようとする意識を高める指導 

 

○投げる、捕るなどの技能を高める

ための指導 

 

○体力向上を意識した指導 

 

 

○運動を通して、順番やきまりを守

る意識を高めるための指導 

○得点を競い合ったり、じゃんけん遊びを

取り入れたりするなど、ゲーム形式や遊び

の要素を取り入れることで、ぶら下がるこ

とや、上ること、体を支えることに楽しみ

ながら取り組むことができるようにする。 

○児童一人一人の運動の様子を見取り、苦

手な子には課題を軽くして、できることか

ら取り組むことができるよう配慮する。 

○投の運動遊びやゲームに取り組む中で、

投げ方のポイントを学級全体で共有する時

間を設けるようにする。 

○掲示物で学習の流れやコート図などを示

すことで説明時間を短縮し、児童が運動す

る時間を十分確保できるようにする。 

○順番やきまりを守って安全に気持ち良く

運動に取り組むことができた児童を大いに

称賛し、順番やきまりを守ることの大切さ

や意義を学級全体に広めるようにする。 

○授業中に使用する学習カードを休

み時間にも取り組んでよいことと

し、運動の日常化につなげられるよ

うにする。 

 

○「いつでも、どこでも」取り組め

る運動や動きを提示し、日常的に運

動に親しめるようにしていく。 

○投の運動遊びで確認した技能ポイ

ントを掲示物として可視化し、日常

の遊びやゲーム領域に取り組む際に

も見られるようにしておく。 

 

 

 

 

 

道徳 ○挨拶などの基本的な生活習慣を身

に付ける指導 

○社会生活上のきまりを身に付け、

善悪を判断できる指導 

○自己の生き方を見つめることがで

きるようにするための指導 

○「考える」発問を精選・工夫する。 

○大型テレビ等を活用し、資料提示の仕方

を工夫する。 

○様々な形態での話し合い活動等を取り入

れ、登場人物の気持ちをより深く考えられ

るようにする。 

○毎時間、振り返りを行うとともに、学習

で使ったワークシートをファイリングして

いく。 

○児童の考えを深めるための補助発

問を用意し、道徳的価値に迫れるよ

う工夫する。 

○役割演技やペープサート、吹き出

し、ワークシートの活用など、多様

な学習の仕方を工夫する。 

○友達と意見交流する時間を設定す

る。 

○児童の振り返りやファイリングし

たワークシートを評価・授業改善に

生かす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 小平市立小平第十二小学校 授業改善推進プラン 

【第２学年】 

 指導方法の課題 具体的な授業改善策  発展的・補充的な指導計画  

国語  ○物語などの内容を正しく読み取り

理解させるための指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話す速さや間、強弱に気を付け、

事柄の順序を考えながら話をする指

導 

○短い文章を正しく書かせるための

個別の指導及び支援 

 

 

○順序を整理し、簡単な構成を考え

て文章を書き、表現する力を付ける

指導 

 

○大事なことを落とさないように聞

く指導 

 

○画数の多い漢字、形の似ている漢

字を習熟させるための指導 

 

 

 

○内容理解のためにサイドラインを引いて

大切なところに注目できるように指導す

る。 

〇中心人物に手紙を書く、挿絵を活用する

などの活動の工夫をする。 

〇場面の様子に着目して、登場人物の行動

を具体的に想像させる。 

 

 

 

 

 

○順序を表す言葉を意識させ、定着を図る。  

 

 

○助詞「は」「を」「へ」の使い方、促音、

拗音、長音などを文章の中で正しく使える

ように、ワークシート等を用い、丁寧に指

導する。 

○順序を表す言葉を使いながら、メモから

文章を組み立てていく。誰でもわかりやす

いように文の型が書かれたワークシートを

活用する。  

○発言者に感想や質問を伝える時間を設

け、聞く姿勢やポイントを理解させていく。 

 

○新出漢字は、書き順や読みを一字一字丁

寧に確認する。空書きやなぞり書きを繰り

返し行わせる。新出漢字を用いた熟語や文

を考えさせる。  

 

○正しい読みができる練習として、

指示語が指す言葉探し等の問題に取

り組ませる。 

○楽しんで読書をするために、読み

聞かせを定期的に行う。 

○教科書教材は内容や文章のまとま

り、会話文や速さや間、強弱に気を

付けさせ、読ませる。 

○音読の宿題は、毎日行わせる。 

○感想や質問のやりとりを通して、

学びを深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○毎週末に日記の宿題を取り組ま

せ、簡単な構成を考えて文章を書く

機会を設定する。気持ちや様子を表

す練習を積み重ねていく。 

 

 

 

○毎日漢字学習・練習を取り入れる。 

 

算数 ○苦手とする児童が多い単元「長

さ」、「時こくと時間」の指導 

 

 

 

○かけざん九九の定着の徹底 

 

 

○苦手とする単元では、具体的な操作や計

算方法を繰り返し行わせる。習熟度別指導

を生かしながら、確認のテストをするよう

にする。また、具体物や数カードを活用し

指導を行う。  

○九九カードや九九合格証を活用し、意欲

的に学習できるようにする。 

 

○習熟度の低い児童には、特に具体

物の操作を繰り返し行わせる。 

○生活の中で、時計や長さを意識さ

せて指導を行う。 

 

○十二小タイムや家庭学習を活用

し、かけ算九九の定着や基礎的な四

則演算の定着を図る。 



 

 

○問題文を正しく読み取り、立式す

る力を付けるための指導 

 

 

 

○思考力・表現力・判断力を高める

ための指導 

 

 

 

○問題を把握するために、「求めたいこと」

「分かっていること」を整理し、黒板に色

分けなどをして示すようにする。児童も教

科書等の問題文にラインを引く習慣を付け

る。 

○本時の内容と既習の内容を比較させ、児

童自ら課題を見いだすことができるように

する。 

○自力解決や集団検討の場面では、簡単な

図や式、言葉を用いて、自分の考えを分か

りやすくまとめ、互いに発表し合う機会を

多く設ける。  

○九九テストを実施し、個々の定着

状況を細やかに確認していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○習熟度の低い児童には、教師の助

言やヒントカードを提示して自力解

決ができるように支援する。 

生活 ○身の回りの人々や動植物に興味・

関心をもたせ意欲を高める指導 

 

 

 

 

○学習カードの絵や文章のかき方を

身に付けさせるための指導及び個別

の支援 

 

 

 

 

〇これからの自分の生活や生き方を

より良くしようとする態度の育成 

○生き物の飼育や植物の栽培を通して、育

てる喜びを味わったり、季節ごとに変化す

る動植物に興味をもったりできるように指

導する。また自分で調べる機会を増やす。 

〇児童に身近な教材や興味・関心が高まる

教材を工夫して取り入れる。 

○町たんけんを通して、身近な人々や自然

と関わり、言葉や絵などを通して気付いた

ことを表現させる。 

 

〇国語科の単元「かんさつ名人になろう」

での学習を活かし、より詳しく観察する視

点を確認しながら活動を進める。 

〇学習を活かして、自分はどんなことがで

きるかを考え、交流し合い、意欲を高める。 

〇パソコンやポケット図鑑を活用し

た調べ学習を取り入れることによ

り、主体的に情報を得たり興味関心

を広げられるようにする。 

 

 

○発見や気付き、感じたことを表現

した学習カード・模造紙などは教室

内に掲示し、互いに見合い、情報を

共有できるようにする。 

〇パソコンで写真に撮り、拡大して

見ることで、細かい部分まで観察す

る力を付ける。 

 

音楽 ○曲想を感じ取って歌唱表現を工夫

するための指導 

 

 

〇互いの楽器の音や伴奏を聴いて音

を合わせて演奏するための指導 

○歌詞の表す様子や情景を考え感じ取った

ことを実際に歌って確かめていく場面を多

く取り入れて、いろいろな表現の工夫を体

験できるようにする。 

○常時活動でリズム遊び・音遊びを取り入

れ、楽しみながら基礎的な能力を高める。 

〇児童同士の教え合いや聴き合いのペア学

習やグループ学習の場面を設定する。音程

やリズムに気を付けて友達の音を聴きなが

ら合わせて演奏し、音を合わせる楽しさを

味わえるようにする。 

 

〇児童が工夫した表現を聴き合い、

どのように歌うかについて思いをも

てるようにする。 

 

○様々な打楽器に触れ、名前を覚え、

奏法を習得する。  

〇様々な楽器を用いた合奏を行い、

音を合わせて演奏する楽しさを味わ

えるようにする。 



図工 ○絵を描いたり工作をしたりする活

動への意欲を高め、個に応じた表現

力を付ける指導 

 

 

○切る・折る・貼る・描くなど、技

能面の指導及び個別の支援 

○自らの表現に対して自信をもつこ

とができない児童への指導 

○児童の作品を適切な場面で紹介し、表現

の良さを感じ、高め合うようにする。 

○視覚的に分かりやすく手順を提示して見

通しをもたせる。 

 

○切る・貼る・折るなどの基本動作が確実

に身に付くように繰り返し指導する。 

○作品のイメージにつながるような意見を

学級で出し合ったり、参考例を示したりし

て、表現の選択肢を与えることで見通しを

もたせる。 

○自信につながるような言葉掛けをする。 

○より高い技能を知るため、具体物

や作品例を提示するようにする。 

○互いの良さを認め合えるような鑑

賞の場を設けたり、掲示の仕方を工

夫したりする。 

 

 

○多角的に作品を捉え、様々な感じ

方があることを示す。 

 

 

〇自分が作りたいものを作ればよい

こと、自由な発想が大事であること

を伝え、自らの表現を認められるよ

うにする。 

体育 ○様々な運動遊びを通して、基本的

な動きを身に付け、結果として体力

向上につながる指導 

○運動遊びの行い方を理解したり、

工夫したりするための指導 

○考えたことを他者に伝える指導 

○多様な動きを取り入れ、経験させること

によって、基本的な動きを身に付けさせる。 

○運動遊びの行い方を理解しやすくするた

め、絵図を用いて説明したり、実際に動い

てみながら説明したりするようにする。 

○運動遊びの行い方を工夫することができ

るよう、工夫する視点を与えたり、上手に

工夫している友達の動きを紹介したりす

る。 

○友達のよい動きを見付ける時間を確保す

るとともに、見付けたよい動きは学級全体

で共有する時間を設ける。 

○ペア・トリオ学習を取り入れて児童同士

で見合ったり、アドバイスをし合ったりす

る。 

○準備運動に、主運動につながる動

きや、感覚づくりにつながる動きを

取り入れていく。 

 

○タブレットPCを活用し、工夫した

動きを撮影したり、テレビに映して

共有したりする。 

 

○ペアやグループで運動したり、互

いの動きを評価し合ったりする時間

を設ける。 

道徳 ○挨拶などの基本的な生活習慣を身

に付けるための指導 

○社会生活のきまりを身に付け、善

悪を判断できるための指導 

○教材の世界に入りこめるよう教材提示の

仕方を工夫する。 

○ねらいに的確に迫るための発問を工夫す

る。 

○登場人物の心の変化が分かりやすいよう

に板書を工夫する。 

 

○毎時間、振り返りを行うとともに、学習

で使ったワークシートをファイリングして

いく。 

○タブレットを活用した教材提示や

紙芝居、ペープサート等を用いた教

材提示を行う。 

○ねらいに迫るための補助発問や切

り返しの発問をする。 

○心情グラフや心メーターを活用

し、登場人物の心の葛藤を分かりや

すく示す。 

○児童の振り返りやファイリングし

たワークシートを評価・授業改善に

生かす。 

 



令和４年度 小平市立小平第十二小学校 授業改善推進プラン 

【第３学年】 

 指導方法の課題 具体的な授業改善策  発展的・補充的な指導計画  

国語  ○読解力、表現力を身に付けるため

の指導 

 

 

 

 

 

 

○伝えたいことを分かりやすく書く

力を付けるための指導 

 

 

 

 

 

 

○要点を捉えて話す力と聞く力を付

け活用させるための指導 

 

 

○語彙を増やすための指導 

 

 

○新出漢字の定着を図るための指導 

 

〇自力解決の時間をとり、自分で読み深め

ていく習慣をつける。 

○必要に応じてサイドラインを引くよう指

導する。 

〇図書の時間や読書旬間を使って、十二小

推薦図書をはじめ、いろいろな本を読むよ

う声かけをし、自ら読み取る力を付けさせ

る。 

○文章を書く活動を増やすとともに、最後

まで確実に取り組ませる。感情を表す言葉

や様子を表す言葉を学ばせ、文章の中で使

えるようにさせる。 

〇構成メモを書き、書きたい内容を焦点化

させる。 

 

 

○意味のあるまとまり（段落）で文章が書

けるようにする。 

○話す活動を多く取り入れる。聞いている

人を意識させ、具体的な話ができるように

助言する。また、音読を継続的に取り入れ、

適切な声で教材文を読む時間を確保する。 

○辞書での熟語探しや、語句の意味調べな

ど、辞書に触れる機会を増やす。 

 

○漢字は繰り返し書いて習得させる。 

〇使われている熟語を探す活動をさせ、日

常で使用できるよう促す。 

○音読カードを活用した音読の宿題

を毎日習慣付ける。 

 

 

 

 

 

 

○授業だけでなく様々な場面や家庭

学習を活用して、言葉や文で表現させ

る機会を増やし、個に応じた言語指導

や作文指導をする。 

○授業のまとめや行事の感想など

様々な場面で書く時間を確保する。 

〇日記の宿題を出し、日頃から書く習

慣をつけさせる。 

○漢字の成り立ち、熟語、短文作り等

の継続的な指導を行う。 

 

○毎日ドリルを活用した宿題を出し、

家庭と協力して漢字学習に取り組め

るようにする。 

社会 ○一人一人が興味や関心をもって取

り組める指導 

 

○知識や技能（地図の見方や資料の

読み取りなど）を獲得させるための

指導 

○学習を日常生活と関係付けて考え

させる指導 

○児童が学習内容を身近に感じるよう生活

に関連する具体物等を用いて指導の工夫を

する。 

○写真や地図等の視覚的教材を活用し、イ

メージを膨らませて学習に励むよう工夫す

る。 

○日常生活のことから学習を導入し、自ら

学ぼうとする意欲を高める。 

○地域での体験的な活動や見学を積極的に

行い、学べるよう工夫する。 

○具体的な資料（地図や写真）を活用

する機会を増やす。 

 

○地図記号クイズを使って継続的に

活用し習得を図る。 

 

○学習したことと日常生活を関係付

けていき、意欲を高める。 

○学習したことを新聞等で表現する

力を付けさせる。 



算数 ○わり算の計算方法を定着させるた

めの指導 

 

○「時間」の概念や時間の和を求め

る問題を理解させる 

○円と球についての理解やコンパス

で円を正確に描くための指導及び支

援 

〇立式する際の指導 

 

 

○学習内容を確実に定着させるため

の個別指導 

 

○授業ではスキルノートやプリントを活用

し、繰り返し学習させることにより、計算

力の定着、向上に努める。 

○時計や球の模型などの具体物を用いるこ

とにより、児童にとって分かりやすい授業

に努める。 

 

 

○問題文から場面を具体物や図で表し、立

式できるように支援する。また、立式の根

拠を説明させる時間を設ける。 

○習熟度別学習を生かし、個に応じた指導

を行う。また、簡単な図や計算、言葉を用

いて、自分の考えを分かりやすくまとめる

機会を多く設ける。 

○ペア学習やグループ学習など、考えを伝

え合う機会を設ける。 
 

○授業の５分間に百マス計算や九九

の確認などを行い、基礎的な四則演算

の定着を図る。 

○視覚的教材を活用し、分かりやすい

授業を行うとともに、反復練習させ基

礎の定着に努める。 

 

 

 

 

 

○毎日の家庭学習にプリントを活用

し、学習している単元の復習・定着を

早期に図るようにする。 

○十二小タイムを活用してかけ算九

九の定着や基礎的な四則演算の定着

を図る。 

理科 ○問題を見いだすための指導 

 

 

 

 

 

○問題解決能力の育成 

○単元の導入では、共通体験を行い、自然

の事物・事象への気付きから問題を設定す

る。 

○こん虫の飼育を通し、興味関心を高め、

問題設定へとつなげる。 

 

○問題解決学習の過程を大切にし、繰り返

し指導していく。 

○問題把握ができない子には、共通体

験でのことや生活でのことを想起さ

せる。 

 

 

 

○予想は、生活経験・既習内容・共通

体験等から根拠を考えさせる。 

○考察は、カードを活用し、考察の仕

方を明確にする。 

音楽 〇器楽表現について知識や技能を得

て、生かすことができるようにする

ための指導 

 

 

 

○即興的に表現することを通して、

基礎的能力を高めるための指導 

 

 

○範奏用CD等でリコーダーのきれいな音色

に関心をもたせる。学習者端末を活用し、

ペア練習やグループ練習を通して、自分の

音を聴く意識をもたせる。また、個別指導

を充実させる。 

 

○常時活動でリズム遊び等を取り入れ、楽

しみながら基礎的な能力を高める。  

○児童が主体的に学び、技能に合わせ

て練習ができるようにするため、難易

度に幅をもたせた教材を開発する。 

○ＩＣＴ機器を活用し、自分の演奏を

録画・録音し演奏の課題を見つけ、そ

れを解決していけるようにする。 

○階名や休符、音符についても興味・

関心をもてるように音楽アプリを活

用し活動内容を充実させる。 



図工 ○意欲的に、自由な表現をし、粘り

強く最後まで活動させるための指導 

 

 

○課題を捉えて、表現させるための

指導及び個別の支援 

 

○表現が毎回似たようなものに固定

されてしまう児童への指導 

○児童のイメージが広がりやすくなるよう

な声かけや、作品例を提示する。 

○一人一人に作品の良さや課題を話し、意

欲を高めていくようにする。 

○制作時間のかかる作品については、使う

用具や描画材料の提示を工夫し、意欲が持

続するようにする。 

○造形遊び等で経験値を増やしたり、あえ

て固定概念を覆すような課題を与えたりす

る。 

○より高い技能を知るため、作品例や

友達の作品を提示する。 

○作品を掲示することにより、鑑賞の

場を設ける。 

○個別学習が必要な児童は、授業以外

の時間を活用する。  

 

○友達の作品を鑑賞する際、見てほし

いポイントを伝え、様々なものの見方

ができるように工夫していく。 

体育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一人一人の安全と適切な運動量を

確保した指導 

 

○運動内容に合った「めあて」を意

識して、話し合いをもとに協力しな

がら学習していく力を身に付けさせ

る指導 

○指示を理解し、集団行動のルールを徹底

できるようにする。 

 

○毎時間のめあてを確認し、課題をもって

取り組ませる。また、授業の終末では本時

の振り返りを取り入れる。動きのポイント

を明確にする。 

○指示や発問を簡潔でわかりやすい言葉で

伝えるようにする。 

○グループで取り組む活動では、チームタ

イムを設け、話し合いをさせる。その際、

話し合う視点について伝える。 

○能力別に支援したり、課題別に取り

組める場を用意したりして個々の力

に応じて取り組めるようにする。 

○動きが段階的になるように、スモー

ルステップでレベルを上げていく。 

 

 

 

 

○児童同士で学び合う場を取り入れ、

能力が違っても、それぞれの立場で満

足感が味わえるようにする。 

道徳 ○集団や社会のきまりを守り、身近

な人々と協力し、助け合う態度を身

に付ける指導 

○ねらいに的確にせまるための発問を工夫

する。 

 

○児童が自分を振り返る時間や、交流し合

う時間を確保する。 

○児童が安心感をもって意見を発表できる

雰囲気を整えていく。 

○授業で使ったワークシートなどは、

ファイリングして振り返ることがで

きるようにしていく。 

○心情グラフや心メーターなどを活

用し、登場人物の葛藤や自分の気持ち

を可視化できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 小平市立小平第十二小学校 授業改善推進プラン 

【第４学年】 

 指導方法の課題 具体的な授業改善策  発展的・補充的な指導計画  

国語  ○読解力、表現力を高める指導 

 

 

 

 

 

 

 

○「書く」ための基礎・基本となる

力を身に付けさせる指導 

 

 

 

 

 

 

 

○漢字や言葉の学習では、言葉の仕

組みや活用方法を取り上げ、辞書を

使い、言葉に対して慣れ親しませる

指導 

 

 

○話題に沿った話す力と、その内容

を理解しようとする聞く力を身に付

ける指導 

○国語への意欲を高めるための手立てをす

る。考えさせる時間を確保し、達成感など

を味わえるようにする。  

 

 

 

 

 

○「書く」ときには、言いたいことを明確

化し、文の組み立て、構成など基本的なこ

とを毎回指導していく。「指示語」や「接

続後」の役割を理解し、文の組み立て方や

構成も意識しながら、話題に沿った内容で

書く力を育てる。  

 

 

 

○ドリルや教科書を活用し、日常的に言葉

の仕組みや学習に触れていく。 

○漢字の10問小テストを定期的に行う。  

○新しい単元ごとに、分からない語句を中

心に、国語辞典を使って意味を調べること

で、語彙力を付けていく。  

○発言や話し合い活動をする際に、ただ自

分の意見を言うだけでなく、その根拠や理

由も添えて話す力を付ける。また、聞く際

にも相手が伝えたいことの中心を考えなが

ら聞き、それに対する質問する力を付ける。  

○読書マラソン、図書の時間を活用

して、幅広いジャンルの読書の推進

を図る。 

○家庭学習では、授業と連携するた

め、継続的に音読に取り組み、日常

の授業との関連性を図る。授業では、

様々な方法で一人一人の音読の力を

高める。 

○自分の思いや考えが相手に伝わる

ように、書く内容の文章構成を行い、

語彙を豊かに表現する力を高めてい

く。 

○文の内容を、自分の言葉でまとめ

る練習を繰り返し行うことで、要点

をおさえた要約が書けるようにす

る。はじめは穴埋めや、考える視点

を示しながら行っていく。 

○家庭学習で、継続的に漢字練習を

徹底して練習する。分からない言葉

は国語辞典で調べる。漢字テストの

点数が９割未満の場合には再テスト

を行い、漢字の定着を図る。 

 

○話し合いでは、聞くだけでなく質

問をしたり、評価をしたりして、互

いの良さを引き出し合いながら高め

ていく。 

社会 ○課題を明確にし、指導内容と児童

の日常生活とを関連付けた指導 

 

○表やグラフなどの資料を正しく読

み取り、読み取ったことを活用して

考えたりまとめたりする力を付ける

指導 

○興味・関心を高め、意欲の向上を

図るための指導  

 

 

○課題やねらいをより明確にし、学んだこ

とを、身近な生活と結び付けられるよう指

導していく。  

○各単元で表やグラフ、資料の読み取りの

時間を確保する。その後、ペアやグループ

活動を取り入れ、まとめで必ず活用させる

ように指導する。 

 

○大型テレビやタブレットなどICTを使い、

興味・関心をもてる教材を導入で活用し、

主体的に学べるようにする。 

○新聞やニュース、身近な問題を取

り上げ、社会科の内容とつなげたり

するなど興味関心を高めていく。 

○自分が調べたい課題に対して、本

やインターネットを活用して調べる

ことで問題解決の力を高めていく。 

 

○それぞれの単元のまとめノートや

新聞を書かせるなど、まとめ学習を

充実させる。 

〇ノート指導を充実させる。 



〇都道府県の位置と名前を、漢字で

書けるように指導する。 

○学んだことを新聞や関連図にまとめる。 

 

〇都道府県テストを定期的に行い、全員合

格を目指す。 

 

○年間を通して地図帳を活用して、

地図に親しみ、都道府県を覚えさせ

る。 

算数 ○児童の理解度の差に応じた指導

（全単元） 

 

 

 

 

○かけ算やわり算などの計算力や文

章題を解く力を伸ばすための指導及

び個別の支援  

 

○計算の仕方や答えの求め方を、自

分の言葉で説明する力を付けるため

の指導 

○表やグラフで表すための基礎的な

理解を図る指導  

 

○分度器や三角定規などの読み取り

や操作の仕方を身に付けるための指

導及び個別の支援 

○文章問題を解く場面では、「分かってい

ること」「求めたいこと」を整理し、黒板

に色分けなどをして示すようにする。また、

少人数グループによって、取り組む課題を

精選し、自力解決の時間をしっかりと確保

する。 

○ドリルやプリントを活用し、計算問題の

反復練習を行う。文章題についてはポイン

トとなる言葉や数にアンダーラインなどを

引かせ、何を問われているかを明確にする。 

○線分図や式、言葉を用いて自分の考えを

簡潔にまとめ、それを発表し合う活動を多

く取り入れる。 

○児童の生活と関連させながら、表やグラ

フに表す作業を繰り返し行い、基礎的な理

解や技能の習熟を図る。 

○分度器や三角定規などの道具を使う学習

活動を取り入れ、使い方の習熟を図る。個

別指導が必要な児童は、授業以外の時間を

活用する。 

○時間内に教科書問題が終わった児

童には、発展的な学習内容のプリン

トやタブレットの学習に取り組ませ

る。 

○既習の学習内容が定着していない

児童には、個別の課題に取り組ませ

る。 

○十二小タイムや朝学習、家庭学習

を活用してかけ算九九の定着や基礎

的な四則演算の定着を図る（東京ベ

ーシック・ドリルの練習問題など） 

○実物投影機や大型テレビ、タブレ

ットを使うなどして、視覚的に分か

りやすい授業を行うとともに、学習

コンテンツを利用し反復練習させ基

礎の定着に努める。 

 

 

 

 

 

 

理科 ○理科への関心を高め、すすんで実

験に取り組む良さを生かし、課題と

実験結果を関連付け、自分の言葉で

まとめることを身に付けさせる指導 

 

 

 

 

○生活経験をもとに予想し、自分の

考えを積極的に発言する力を身に付

ける指導 

○実験結果から考察し、自らの考えをもち

話し合いを通して内容を共有していく。ま

た、実験の結果を、自分で図や表やグラフ

に表していく。 

○単元のまとめでは、プレテストやデジタ

ルドリルを活用しテスト形式（問題文）に

慣れ、知識を正しい言葉で表現できるよう

復習していく。 

○積極的に発言できる児童を認めつつ、少

数意見でも自分の考えをもてる児童を認

め、予想が結果と違うことは間違いではな

いということや、多様な考えが出ることの

大切さを学習活動の中で伝えていく。 

○身近な事象（生活経験・新聞記事・

ニュースなど）を取り入れながら、

学習と結びつけていく。また、実験

を通して物事の仕組みを視覚的、体

験的に理解できるようにする。 

○デジタルコンテンツなどのＩＣＴ

機器を活用し、知識を深めたり、広

げたりできるようにする。また、植

物の成長の過程などを視覚的に捉え

やすくする。 

○身に付けた用語を活用しながら、

自分の考えを話したり、文で書いた

り、ＩＣＴ機器を活用して発表した

りする。 

 

音楽 ○互いの音を聴いて歌唱したり、演

奏したりする力を付ける指導 

○歌唱、器楽共に、自分の音や周りの音、

また、伴奏の音を聴きながら、歌ったり、

○児童が主体的に学び、技能に合わ

せて練習ができるようにするため、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○即興的に表現することを通して、

基礎的能力を高めるための指導 

 

 

 

演奏したりできるようにしていく。  

 

 

 

 

○ グループ学習に取り組み、児童が友達と

伝え合う活動を通して、思いや意図をもっ

て演奏できるようにする。 

 

 

 

○常時活動でリズム遊び等を取り入れ、楽

しみながら基礎的な能力を高める。 

 

 

 

難易度に幅をもたせた教材を開発す

る。 

○ＩＣＴ機器を活用し、自分の演奏

を録画・録音し演奏の課題を見つけ、

それを解決していけるようにする。 

○少人数でのグループ活動を取り入

れ、児童同士で教え合いをしながら

技術を高めていく。また、友達と伝

え合う活動を通して、思いや意図を

もって演奏したりできるようにす

る。 

○階名や休符、音符についても興

味・関心をもてるように活動内容を

充実させる。また、フラッシュカー

ド等も使用し、基礎基本を定着させ

る。 

図工 ○絵や工作の表現にすすんで楽しく

取り組み、互いの良さを自分の作品

に取り入れながら活動できるよう

に、発達段階に応じた表現力を身に

付けさせる指導 

 

 

 

○集中して取り組めない児童への個

別の指導 

○表したいことのイメージが浮かば

ない児童に対する指導 

○材料から着想を得たり、活動する場所に

ある材料を工夫したりするなど、児童が

色々試みる中で発想が広がるような場を設

定する。 

○一人一人に作品の良さや課題を話し、意

欲を高めていくようにする。 

○基礎的な技能は定着するまで繰り返し指

導していく。 

 

 

○造形遊びで道具や材料、場所、行為など

からイメージを広げて活動できる時間を設

ける。 

○作品を掲示することにより、鑑賞

の場を設け、お互いのよさに気づけ

るようにする。 

 

 

 

 

 

○個別学習が必要な児童は、授業以

外の時間を活用する。  

○自信のなさや失敗に対する恐怖心

をなくし、作ることの楽しさを感じ

ることができる題材を工夫する。 

体育 ○学習のめあてが明確な指導 

 

 

○苦手意識のある児童も意欲をもっ

て取り組める指導 

 

 

○友達同士での言葉掛けや励まし、

教え合いなどが十分に行える指導 

 

 

 

○各領域において、児童自らが思

○掲示物や学習カードを活用し、一人一人

がめあてをもって学習ができる環境を整え

ていく。毎時間振り返りをさせる。 

○一人一人の実態を把握し、つまずきがど

こなのかを明確にし、それに対応した手だ

てをとる。ICT資料を活用し、ゴールイメー

ジをもたせる。 

○友達への言葉掛け例を作成しておき、い

つでも児童が活用できるように掲示物等で

示しておく。また、教え合い活動ができる

ように、教師側から技能のポイントを明確

にして伝える。 

○主体的・対話的な活動を行わせるために、

○常に学習のめあてを意識させ、ス

モールステップの達成感を味わわせ

る。次時へのめあてを立てさせる。 

○スモールステップの指導を行う。 

 

 

 

○友達と協力する楽しさや運動がで

きるようになる楽しさを味わうこと

ができる指導を行う。 

 

 

○休み時間にもその領域の遊びを取



考・判断しながら学習を進められる

指導 

学習カードのコメントを紹介したり、よい

言葉掛けをした児童を称賛したりするな

ど、具体的な例を挙げて個々の活動に生か

させる。 

り入れ、運動を日常化させていく。 

○各学期の運動旬間と連動させて積

極的に取り組めるように声掛け、指

導する。 

道徳 ○集団や社会のきまりを守り、身近

な人々と協力し、助け合う活動を通

して道徳的判断力、心情、実践意欲

と態度を育てる指導 

○教材提示を工夫し、児童が教材の世界に

浸れるようにする。 

○ねらいに的確に迫るための発問を吟味す

る。 

○児童が交流し合う時間や自分を振り返る

時間を確保する。 

〇他者の気持ちを理解するためのエンパシ

ートレーニングを取り入れることで、役割

演技やロールプレイを通じて、他者の立場

に立って考える力を養う。 

○話し合い活動、役割演技、ワーク

シートの活用など、多様な学習の仕

方を工夫していく。 

○心情円やグラフをロイロノートで

表現し、心の変化や他者の考えをよ

り視覚的に分かりやすいように授業

を行っていく。 

○授業で使ったワークシートを道徳

ファイルに綴じ、自己の変容や成長

を感じられるようにしていく。 



令和５年度 小平市立小平第十二小学校 授業改善推進プラン 

【第５学年】 

 指導方法の課題 具体的な授業改善策  発展的・補充的な指導計画  

国語  ○めあてとまとめを明確にすること

により、児童が意欲的、主体的に取

り組み、達成感がもてる指導  

 

○「読む」ための基礎・基本となる

力を身に付ける指導  

 

 

 

○漢字や言葉の学習では、言葉のし

くみや活用方法を取り上げたり、辞

書を使ったりして言葉に対して慣れ

親しませる指導  

 

〇互いの意図を明確にしながら計画

的に話し合い、自分の考えをまとめ

る指導。 

 

○「聞き方」を示し、話しやすい雰

囲気づくりや話の要点の捉え方を指

導する。 

○振り返りでは、内容に応じて次時やこれ

からの生活に生かせる内容を考えさせる。 

 

 

○物語、説明文の指導において、内容理解

だけに偏重するのではなく、文章の構造、

語句と語句のつながりなども意識して指導

していく。 

 

○新出漢字を用いて熟語や短文を書いた

り、新たな表現を用いて他者とコミュニケ

ーションを図ったりする時間を設け、語彙

を増やし、漢字を活用させていく。 

 

〇自分と他者の意見を交流させて、異なる

意見を自分の考えに生かす指導をする。 

 

 

○「聞き方マニュアル」に沿って、正しい

聞き方を知る。聞いたことを基に、スピー

チに必要なところを厳選し、内容を考えさ

せる。 

〇タブレット端末を使い、必要な情

報を取り出し、自分の考えをまとめ

る際に活用する。 

 

○図書の時間を活用し、十二小推薦

図書を活用した読書活動を通して読

みの力を向上させる指導を行う。 

 

  

○家庭学習において、毎日の漢字学

習を徹底させ、ミニテストを行うな

どして定着を図る。  

○季節に応じて俳句を作らせ、語彙

を増やし言語感覚を養う指導を行

う。 

○スピーチ活動では、事前にスピー

チ内容を整理させ、理由を明確にし

ながら順序立てて発表するようにす

る。 

社会 ○導入場面を工夫し、児童が社会的

事象に対し関心を持ち、主体的に取

り組める指導 

  

○指導内容と児童の生活との関連付

けた指導  

 

○表やグラフなどの資料を正しく読

み取り、読み取ったことを活用して

考えたりまとめたりする力を付ける

指導 

○児童自ら問いや学習課題を立てられるよ

う、資料の精選を行い、導入場面で提示す

る。 

 

○正しい知識を身に付けるとともに、産業

等と児童の生活と結び付けられるよう指導

していく。  

○表やグラフ、資料の読み取り方を確認し

丁寧に読み取る時間を設ける。 

〇新聞やニュース、身近な問題を取

り上げ、考えたり社会科の内容とつ

なげたりするなど、興味・関心を高

めていく。 

〇タブレットを使い、事前に調べ学

習をしたり、関連動画を見たりする

など反転学習をすすめていく。 

○社会科見学に行った後の振り返り

やまとめの学習を充実させ、学んだ

ことを価値付ける。 

○地図帳等を用いて、世界の国々や

日本の都道府県の位置を復習する時

間を適宜設ける。 



算数 ○基礎基本的な四則演算を身に付け

る指導 

 

○割合や単位量あたりの大きさなど

の数量関係を理解させる指導。 

 

 

 

 

 

 

 

○授業や十二小タイムでドリルやプリント

を活用し、基礎的な四則演算や小数点の移

動に繰り返し取り組ませる。 

○課題解決型の授業を行い、児童に見通し

をもたせ自力解決し、発表させることによ

り、思考力と表現力を育てる。 

○線分図や式、言葉を用いて自分の考えを

簡潔にまとめ、ペア・グループ・全体でそ

れを伝え合う活動を多く取り入れる。また

様々な考え方の中でどれが簡単で正確で速

く解けるかを常に意識させ、よりよい考え

方を見出そうとする態度を養う。 

○文章問題を解く場面では、「求めたいこ

と」「分かっていること」「もとになるも

の」を整理し、黒板に色分けなどをして示

すようにする。ポイントとなる言葉や数に

アンダーラインなどを引かせ、何が問われ

ているかを明確にする。 

○十二小タイムや家庭学習を活用し

て基礎的な四則演算の定着を継続的

に図る。 

○時間内に教科書やドリル問題が終

わった児童には、発展的な学習内容

のプリントに取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科 ○条件を制御しながら、観察・実験

計画を立案させる指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○基礎的・基本的な知識及び技能を

身に付けさせる指導 

 

○調べたいことを明確にし、観察・実験条

件について表を使って整理させる。 

○観察・実験計画を立案する際、年間を通

して少しずつ個人で考えられるように指導

していく。 

○考察の場面では、観察・実験計画を振り

返るように支援し、条件や誤差についても

考えられるようにしていく。 

 

〇できるだけ一人一実験できるようにし、

技能の定着を図る。 

〇単元の終末には、映像資料やプリント学

習を行い、知識の定着を図る。 

〇安全面に配慮しながら、児童の考

えた実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

○学校で児童ができないような実験

は、デジタルコンテンツや、教材提

示機を活用し、知識を広げたり関心

を深めたりできるようにする。  

音楽 ○互いの音を聴いて歌唱したり、演

奏したりすることが楽しめるように

する指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

○歌唱、器楽共に、自分の音や周りの音、

また、伴奏の音を聴きながら、歌ったり、

演奏できたりするようにしていく。  

 

○児童の好きな曲を取り入れ、興味を引き

つけながら技能の習得ができるようにす

る。 

○グループ学習に取り組み、児童が友達と

伝え合う活動を通して、思いや意図をもっ

て演奏できるようにする。 

 

○児童が主体的に学び、技能に合わ

せて練習ができるようにするため、

難易度に幅をもたせた教材を開発す

る。 

○ＩＣＴ機器を活用し、自分の演奏

を録画・録音し演奏の課題を見つけ、

それを解決していけるようにする。 

〇グループリーダーを中心に、児童

同士で教え合いながら、演奏を高め

られるようにする。また、話し合い

活動も積極的に入れて、児童が思い



 

 

○即興的に表現することを通して、

基礎的能力を高めるための指導 

 

 

 

○常時活動でリズム遊び等を取り入れ、楽

しみながら基礎的な能力を高める。 

 

や意図をもって表現できるようにす

る。 

○階名や休符、音符についても興

味・関心をもてるように活動内容を

充実させる。また、フラッシュカー

ドやプリント等も使用し、基礎基本

の定着を図る。 

図工 ○どの児童も意欲をもって表現活動

が楽しめる指導 

 

 

○用具の総復習や計画性を求める題

材が増えるので、自分の力で学習を

進めていく力を育てる指導  

○自分の表現に自信をもつことがで

きず、なかなか取り組むことができ

ない児童への指導 

○一人一人に作品の良さや課題を話し、意

欲を高めていくようにする。 

○児童のイメージが広がるようにアイデア

を紹介し合ったり、作例を提示したりする。 

○造形活動の過程で児童が材料や場所にど

のように働きかけ、技能を発揮しているの

かを把握し、適切に指導する。 

○製作過程を明示したり、参考例を示した

りすることで、確認しながら自信をもって

取り組めるようにする。 

○より高い技能を知るため、作品例

や友達の作品を提示する。 

 

○作品を掲示することにより、鑑賞

の場を設け次の題材の意欲につなげ

ていく。 

○個別学習が必要な児童は、授業以

外の時間を活用する。  

○作品の鑑賞を通して様々な感じ方

があることに気づき、互いの良さを

発見できるように工夫する。 

家庭 ○家庭で行われている仕事に関心を

もつような課題と学習内容を関連付

けて、知識や技能を身に付けられる

指導 

○家庭生活に生かすことの目的意識

を高める指導 

○学習したことを家庭で実践できるよう、

通信等で知らせるなどして家庭学習での取

り組みを促す。 

〇学習の見通しをもたせることにより、持

ち物の準備や作業を計画的に行う。 

○実生活を振り返らせ、学んだことをどの

ように生かしていきたいのかを、ワークシ

ート等を用いて書く。 

○必要に応じ実習に応じて保護者に

呼びかけ、授業への協力を求めてい

く。 

〇一人一台端末を使い、手元で作り

方の動画を確認することで、個人の

進度に合わせて実習を行う。 

○家庭と連携し、児童が実生活の中

で実践したことへの評価をコメント

でもらう。 

体育 

 

○運動の特性に応じた楽しさを一人

一人に味わわせ、自己に応じた課題

をもち、学習に取り組むことができ

る指導  

 

 

○児童自身が適切に自己評価し、学

びを調整できるようにする指導  

 

○単元はじめに自分が今もっている力で運

動を楽しめる場を設定する。その学習の中

で「できそう」「もっとやりたい」「〇〇

ができるようになりたい」などの課題を見

付けられるようにする。 

 

○マイゴールに向けて自身の学習の振り返

りが充実できるよう、振り返る項目を明確

にする。変容や気付きを学習カードに記入

させる学びの軌跡をつくるようにする。  

○期間を決めて持久走、なわとびな

どに取り組み、目標を設定して日常

的に運動できるようにする。  

 

 

 

○体育の学習を、朝活タイムや休み

時間に広げて運動できるよう声掛け

をする。  



道徳 ○他者理解について、話し合い活動

の時間を十分にとり、より深めるこ

とができる指導。 

 

 

○児童自らの生活や経験を振り返り

ながら、積極的に道徳的価値を考え、

深めることができる指導。 

○児童の問題意識や疑問などが生み出され

るように、発問を工夫する。 

○自分自身の考えを整理したり、深めたり

するために、振り返る時間を確保する。 

 

○様々な考えに触れられるよう、ペアや小

グループを用いた話し合い活動の充実を図

る。 

〇動作化や役割演技などの表現活動を工夫

し、児童の学びを広げる。 

○道徳的な意義を実生活につなげて

いく意識を高めていく。 

○身近な事象（生活経験・新聞記事・

ニュースなど）を取り入れながら学

習と結び付けていく。 

○心情円、グラフや視聴覚教材、ICT

を活用し、心の変化がより視覚的に

分かりやすい授業を行っていく。 

〇授業で学んだことを振り返る時間

を設定する。ワークシートをファイ

リングすることでこれまでの思考を

確かめさせる。 

外国

語 

○語彙や表現を言語活動の中で繰り

返し想起しながら、活用できる指導。 

 

 

○アルファベットや単語を正しく読

んだり聞いたり書いたりすることが

できる指導。 

 

 

 

 

 

〇自分の考えや気持ちなどを、簡単

な語句や基本的な表現を用いて伝え

合う指導 

○何度も繰り返して練習、自信をもって積

極的にコミュニケーションを図れるように

する。 

 

○ペアやグループ、ALTと話す活動を多く設

定し、学習したことを繰り返し表現する機

会を設ける。 

○文字を識別したり、発音したり活動を行

い、十分に慣れ親しませる。活字体を書く

時間を繰り返し取り入れる。英語の罫線を

使用し、正しく書けるようにする。 

 

〇単元ごとに覚えさせたい表現を繰り返し

練習させ、自分のものにできるようにする。 

○デジタルコンテンツ、絵カードを

活用し、英文や英単語の意味をイメ

ージしやすくする。 

 

○アルファベット表をノートなど、

すぐ目につく場所に貼り、日常的に 

活用できるようにする。 

〇ゲーム的要素を取り入れるなど、

書く目的をもたせ、児童の意欲を高

める。 

 

 

〇既習事項も使い、すすんで伝える

ことができるようにする。 

 

令和５年度 小平市立小平第十二小学校 授業改善推進プラン 

【第６学年】 

 指導方法の課題 具体的な授業改善策  発展的・補充的な指導計画  



国語  ○新出漢字や言語事項の定着を図る

ための指導 

 

 

 

 

  

 

○読み取り学習では、人物の心情を

自分なりに考え、友達と意見を交換

しながら自己の読みをさらに深める

指導 

○自分の考えや感じたことについて

構成を考えながら書く力を育てる指

導  

○「言語事項」の定着を図るために、定期

的に新出漢字や言語事項の指導を行う。  

○読み、筆順、意味、成り立ち、熟語を押

さえるよう、家庭学習で、漢字ドリルノー

トを丁寧に取り組ませる。  

○漢字の小テストを定期的に行い、定着を

図る。また、自学、再テストでさらなる定

着を確かめる。  

○「読み取り」「書く」の定着を図るため

に、物語文や説明文の学習において、自分

が考えたことや感じたことをノート等に記

入する時間を単元の中で十分に確保する。 

〇構成や文末表現の例を示し、それに倣っ

て書き進められるようにする。 

○自分の意見を発表したり、他の人の意見

を聞いて自分の考えをより深めたりする場

面を多く設けるようにする。  

○朝の時間を活用して、読書の時間

を確保する。  

○「十二小推薦図書」「読書旬間」

「おすすめ本の紹介カード」を活用

し、読書活動の充実を図る。 

 

 

 

○同じ著者の作品紹介することで独

特な世界観や豊かな表現を味わえる

ようにする。 

 

〇学習した構成をもとに、日常的に

自分の考えを明確に示すことができ

るよう、振り返り等の充実を図る。 

社会 ○社会的事象に関心をもち、自分事

として考えたり、自ら課題を作った

りして学習を進めていく指導 

 

 

 

○教科書や資料集をもとに学習を進

める場で、さらに考えを深めるため

の指導  

○資料の読み取りで、多角的に考え

るための指導 

  

 

 

○社会的事象に対する興味・関心を高めら

れるような資料や本時の学習内容を概観で

きる資料を提示することで学習の焦点化を

図る。 

○関心のある事象を出し合い、どのような

課題を設定していくか共有化する。 

○既習事項を確認し、歴史と関連付けさせ

て、基本となる知識を身に付けさせる。 

 

○資料から読み取れる事実だけでなく、分

かったことや自分の意見をノートにまとめ

させるようにする、また、友達の考えにも

耳を傾け、様々な側面から考えを深めさせ

るようにする。  

○調べ学習では、インターネットを

活用するなどして自主的に調べ学習

が進められるよう取り組む。  

 

 

 

 

 

 

○調べて分かったことや考えたこと

を発表し合う場面において思考ツー

ルを用いて整理し、社会的事象につ

いて関連付けたり考えを深めたりす

る。  

算数 ○数学的活動を通して、すすんで問

題解決に取り組む力を育てる指導 

 

 

○四則演算が正確にでき、問題解決

に用いることができる指導 

 

 

○数学的活動の楽しさや数学のよさ

に気付かせるとともに、算数で学ん

だことを生活や学習に活用できる指

○課題解決型の授業の中で、児童に見通し

をもたせることで自力解決の力を育て、さ

らに発表させることにより、思考力と表現

力を育てる。 

○線分図や式、言葉を用いて自分の考えを

簡潔にまとめる。それを伝え合う活動を通

して、計算の意味や仕方を考えることがで

きる思考力を育てる。 

○文章題を解くときには、その問題で分か

っていること、求めたいものを整理して解

くようにする。 

○「確認テスト」等を活用して、早

期に学習している単元の復習・定着

を図るようにする。 

 

○十二小タイムや家庭学習を活用し

て基礎的な四則演算の定着を継続的

に図る。 

 

○視覚教材を活用することにより、

誰でも分かりやすい授業を行うとと

もに、学習コンテンツを利用し反復



導 ○授業や十二小タイムでドリルやプリン

ト、デジタルコンテンツを活用し基礎的な

計算問題の繰り返し学習を継続していく。 

練習させ基礎の定着に努める。 

理科 ○自然事象についての要因や規則性

を推論し、自分なりの見方や考え方

をもたせる指導 

○学年相応の実験を行う技術をも

ち、すすんで確かめようとする力を

育てる指導 

○実験結果から分かることを考察と

して書き示すことができるようにす

る指導 

○調べたいこと、明らかにしたいことを明

確にし、一人一人が予想を立て学習に臨め

る時間を確保する。 

○既存の知識を予想としてあげるのではな

く、その予想に結びつく根拠（事象）もあ

げるようにする。 

○実験結果から自ら考察したり、身近な事

象や経験をもとに推論したりして、話し合

いを通して内容を共有し、見方、考え方が

広がるようにする。 

○単元の終末に、学習内容を教科書やパソ

コンを活用しノートにまとめる活動を行

い、知識の定着を図る。 

○児童が考えた発展的な学習や実験

に対応できるような教材・教具の準

備をしておく。  

○実験の場を多く設定し、個々の児

童が実体験できるよう安全面に十分

気を付けて工夫する。 

○学校で児童ができないような実験

は、デジタルコンテンツを活用し、

知識を広げたり関心を深めたりでき

るようにする。 

 

音楽 ○互いの音を聴いて歌唱したり、演

奏したりすることが楽しめるように

する指導 

 

 

 

 

 

 

 

○曲想を生かした表現を工夫し、ど

のように歌唱したり、演奏したりす

るか思いや意図をもって表現するこ

とを楽しめるようにする指導。 

○即興的に表現することを通して、

基礎的能力を高めるための指導 

 

 

 

○歌唱、器楽共に、自分の音や周りの音、

また、伴奏の音を聴きながら、歌ったり、

演奏したりできるようにしていく。  

○児童が興味をもって学習できるような選

曲をし、技能の習得ができるようにする。 

 

○グループ学習を取り入れ、パートごとに

発表する機会をつくったり、全体での合奏

では他のパートの音を聴いたり、役割を考

えてバランスよく演奏できるようにする。 

○楽曲を聴き、曲の特徴や歌詞の内容、作

曲家の思いなどから、どのように演奏して

いくかについて児童が自分の思いや意図を

もてるようにしていく。 

○常時活動でリズム遊び等を取り入れ、楽

しみながら基礎的な能力を高める。 

 

○児童が主体的に学び、技能に合わ

せて練習ができるようにするため、

教材を開発する。 

○ＩＣＴ機器を活用し、自分の演奏

を録画・録音し演奏の課題を見つけ、

それを解決していけるようにする。 

○グループリーダーをつくり、児童

同士で教え合いながら、演奏を高め

られるようにする。 

 

○音楽の構成や音色など、曲の仕組

みをより深く理解して、自分たちの

合唱や合奏、音楽づくりに生かす。 

 

○階名や休符、音符についても興

味・関心をもてるように活動内容を

充実させる。また、フラッシュカー

ドやプリント等も使用し、基礎基本

の定着を図る。 



図工 ○粘り強く制作に取り組むことで自

分自身の個性を尊重し、表現を楽し

める指導。 

○鑑賞の授業を取り入れることで、

他者との違いを認め、良さや美しさ

を感じ取らせる指導 

○発想の能力に技能が及ばず、表し

たいイメージに届かない児童への指

導 

○実演したり、視聴覚機器を用いたりして、

視覚的に捉えさせ、基礎的な知識や技能が

身に付けられるように指導していく。 

○一人一人に作品の良さや課題を話し、お

互いの意見交換をする場を設け、意欲を高

めていくようにする。 

○児童のイメージが広がるようにアイデア

を紹介し合ったり、作例を提示したりする。 

○これまでに経験した材料や用具を掲示物

や画像などから振り返る時間を設定し、既

習事項を適切に取り入れられるよう指導す

る。 

○より高い技能を知るため、作品例

や友達の作品を提示する。 

○作品を掲示することにより、鑑賞

の場を設け次の題材の意欲につなげ

ていく。 

 

○各々の技能の能力に応じて発展的

な活動ができるように予想を立て、

それに応じた準備をする。 

○個別学習が必要な児童は、授業以

外の時間を活用する。 

家庭 ○自分の生活をふり返り、学習した

ことを生かして家庭生活をより良く

しようとする指導 

 

○家庭生活に生かすことの目的意識

を高める指導 

○実際に見本を見せたり、体験させたり、

写真や視聴覚機器の活用をしたりすること

により、より具体的に作業のイメージをも

たせるようにする。 

○家庭と連携し、実生活に結びつけて学習

の意義を捉えさせる。 

○実生活を振り返らせ、学んだことをどの

ように生かしていきたいのかを、ワークシ

ート等を用いて、明確に記す。 

○実習は、保護者に積極的に呼びか

け、授業への協力を求めていく。  

 

 

○家庭と連携し、児童が実生活の中

で実践したことへの評価をコメント

でもらう。 

体育 ○いろいろな運動の楽しさや喜びを

味わい、すすんで運動を行うことが

できる指導 

 

 

○児童一人一人が「できる」喜びを

味わえる指導 

 

 

 

 

 

 

○健康で安全な生活を営む意識や理

解をもたせる指導 

○単元毎に学習カードを活用し、時間毎の

自分のめあてを明確にして運動に取り組ま

せる。また、一人一人のめあてに合った場

や用具の設定をする。 

 

○誰もが運動の特性を十分に味わうことが

できるよう教材・教具を工夫する。また、

児童一人一人の伸びをその場で賞賛し、達

成感を味わわせられるようにする。 

○「運動する時間⇒振り返る時間⇒運動す

る時間」のように一単位時間の流れを工夫

し、児童の対話的な学びの場・時間を設定

する。 

○日常生活を振り返り、よりよい生活を送

るためにどうすればよいか考え、実践する

学習過程を作成する。 

○期間を決めて持久走、なわとびな

どに取り組み、目標を設定して日常

的に運動に取り組めるようにする。  

○体育の学習を、休み時間に広げて

運動できるよう声掛けをする。 

○対話的な学びを充実させるため

に、動きのポイントやコツが分かる

ように資料を提示したりICTを活用

したりする。 

道徳 ○自己や道徳的価値についての理解

を深められる指導 

 

○物事を多面的・多角的に考えられ

えるようにする指導 

○価値項目に迫るために、導入発問を工夫

したり登場人物の心情を深く考えたりでき

るような発問を精選したりする。 

○ペアやグループでの対話的な活動を取り

入れたり、問い返し発問をしたりして様々

○道徳的な意義を実生活につなげて

いく意識を高めていく。 

 

○ロイロノートなどの ICT 活用を取

り入れることで、多様な意見に触れ



 

○自己の生き方についての考えを深

められる指導 

 

な考え方に触れられるようにする。 

○自己の生き方を見つめ、考えを深める時

間を設定する。 

られるようにする。 

○視聴覚教材を活用し、より視覚的

に分かりやすい授業を行っていく。 

外 国

語 

○英語の表現を繰り返し話すことで

英語表現に親しむとともに、学習し

た表現を活用できるようにする指

導。 

 

 

 

 

○アルファベットや単語、英文を正

しく読んだり書いたりすることがで

きる指導。 

○チャンツ、クイズ、ゲーム等の活動を通

して、英語の発音に親しんだり、進んで話

したりできるようにする。 

〇発話しやすい環境作りに努め、安心して

発話に挑戦できるようにする。 

○ペアやグループで話す活動を多く設定

し、学習したことを繰り返し表現する機会

を設ける。 

○アルファベットや簡単な単語、英文をワ

ークシートに書く時間を積極的に設定す

る。 

〇添削を行うことで、正確にアルファベッ

トや簡単な単語を書くことができるように

する。 

○デジタルコンテンツ、絵カードを

活用し、英文や英単語の意味をイメ

ージしやすくする。 

○完成させたワークシートやポスタ

ーを使って学級で発表させる機会を

設け、英語での表現力を高められる

ようにする。 

 

○ワークシート等に記入する名前

等、身近なことからアルファベット

に触れられるようにする。 

 


